
 

 

 

 
平成 29 年第 1 回定例会報告 

会派の代表質疑で市長・副市長等の答弁が行われました。 
以下、近藤ちず子議員が担当した項目・内容について報告します。 

 
 

 

◎がん対策について 
・国民病とも言われるがん対策に 
向けての取り組みについては特に
検診内容の充実について、胃がん
検査にリスク検査・内視鏡検査の
導入を要望してきたが、新年度 
検診の見直しが行われることと 
なり評価するところである。 
今回の検診の見直しによって
期待される効果を伺う。また、
更なる検診内容充実にむけた 
取り組みを要望する。 
 
◎剪定枝等の再資源化に 

ついて 
・循環型社会の実現にむけて、
焼却ごみ削減にむけた取り 
組みは一定の目標を達成する 
ことが出来た。 
この間会派としてごみ減量の
推進から、剪定枝の再資源化に
ついて取り組みを求めてきた。 
新年度、剪定枝等循環システム
事業が全市展開されることと
なった。これからのスケジュー
ルと市民への周知方法につい
て問う。 

 
・胃がんリスク検査は長年にわたり議会
からの提案があり「胃がんリスク検診等
検討小委員会」を設置し検討を重ね 
ました。その結果 20 歳から 30 歳代に 
ピロリ菌検査を実施すると共に新たに
50 歳以上に胃内視鏡検査を導入する 
ことにしました。 
・胃がん発症リスクの軽減と子どもへの
感染防止、直接の胃がん発見等の効果が
期待できます。 
・引き続き医師会等関係機関と連携し、
がん対策の充実、強化に努めて参り 
ます。 
 
・剪定枝等循環システムモデル事業に 
ついては今年度、中央区全域の約 10 万 
世帯を対象に、昨年 5 月～1 月までの 
9ヶ月間で1022トンの再資源化を行い
ました。 
・安定的なごみ処理体制確保のため、 
収集回数を月 2 回とします。 
中央区は引き続き 4 月から、若葉区・ 
緑区は 9 月から、花見川区・稲毛区・ 
美浜区は平成 30 年 2 月から段階的に 
実施し、年間 7000 トンのごみ減量、 
再資源化効果を見込んでいます。 
・市政だよりや周知用チラシの全戸 
ポスティング、町内自治会等の個別 
説明会など、市民のご理解ご協力を 
頂けるよう周知に努めます。 
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質疑・要望項目 

会 計 名 予 算 額 対前年度比 

一般会計 4415 億円 10.3％増 

特別会計 4678 億 8200 万円 7.1％増 

合  計 9093 億 8200 万円 8.6％増 
 

市政運営のための 
平成 29年度予算決まる 



 

・空き巣対策を総合的に 
実施するため市内空家 
の実態調査を行う 

◎ドナー登録の増加を 
図り一人でも多くの 
移植が実現出来るよう 
助成制度を創設 

◎あんしんケアセンターが 
市内24 ヶ所から30ヶ所に 

◎認知症初期集中支援チームが 
2ヶ所から3 ヶ所に 

◎生涯現役応援センターの整備 
相談窓口を稲毛区役所内に設置し、 

一元的な情報提供の実施 

・平和公園A地区整備に
むけて樹木葬を含めた 
実施設計 

 

・あすみが丘出張所の 
新設にむけた実施設計 
 

老 朽 化 し た 公 園 
トイレを和式から 
洋式化へ再整備を 
実施！ 

 

土気のうしん坊道路の 
雨水による農地への 
浸水を防ぐ為、 
皆さんの声を実現！ 

誉田東小学校脇の砂利道を 
地元要望に応えて市道へ 

 
市政に関するご意見・ご要望を 
お聞かせ下さい      近藤 

TEL/ FAX   264-5956 
http://www.komei.or.jp/giin/chibacity/kondo_chizuko/ 

＜＜市政の相談＞＞ 

◎各区に母子健康包括支援センターの設置
（妊娠期から子育て期までの総合的支援の実現） 

◎産後ケアの実施 
助産師による産後の支援体制を整備 

◎胃がん健診の充実 
新たに胃がんリスク検査および 
内視鏡検査を導入し、X線検査 
対象年齢を変更 
◎乳がん視触診廃止 
 

農地の雨水害を改善
の為の側溝整備 

砂利道を 
市道誉田町線 246 号へ整備 

土気中峠公園内の 
トイレの洋式化 


